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* P < 0.05, ** P < 0.01  
(A)  Digit Span	
	
・ Group×Time 交互作用あり（p =0.04）	
・ 6週間の介入後、実験群のみ、　　　　    	





2way ANOVA  Group(2)×Time(2) 	




































 ・言語能力:  Rapid Automatic Naming、  Vocabulary 	
 ・処理速度:  Digit Symbol	
 ・抑制:        Go/No-go 　　　　 　	
 ・WM:          Digit Span、　Letter-Number Sequencing 	
ü 介入内容：	
①概要	
  ・週2回（25min/1回）× 6週間（計12回）	
  ・学年ごと（各10人）に1人の講師と2人のスタッフを配置	
　	
②目標曲　「あんたがたどこさ」 & 「ジングル・ベル」	
  ・4つまたは5つの音で構成されており、手の移動が必要ない	
  ・鍵盤を立てにして、手元を見ないで歩きながら弾けるようにしていくことを目指した。	
	
③方法	
  ・音の高低を体感させる活動の導入	
  ・楽譜を使わず、歌詞で歌える曲を弾くことを学習	
posttest	
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ピアノを習っていない⼩学⽣
40名（平均年齢:7歳）
⾳楽介⼊群	(20名)	 コントロール群	(20名)	
無作為に群分け	
認知機能検査（pre-test）
認知機能検査（post-test）
楽器訓練 待機6週間	
1-back（WM課題）								
		直前 (1つ前)の画像と同じものかどうか	
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(Kawagoe	T,	et	al.,	Exp	Brain	Res,	2014)	
(Kaku	K	et	al.,	投稿中)	
全般的認知機能	 言語記憶	 実行機能	
介入後には、同じ課題を、より少ないエネルギー（脳活動）で行うことができた。	
　～神経処理効率の増大	
研究代表者紹介

積⼭ 薫（⼤学院 総合⽣存学館・教授）
   （こころの未来研究センター・連携研究員）
部局紹介	
「総合生存学」の実践により、地球規模で複合的課題の解決をめざす
新しい大学院です（2013年度創設）。	
多様な「知」を結集し、実践に応用するための
鍵となる「智慧」を発揮できる力を育てます。	
異なる学問領域の研究者が集い、こころに関する学際研究を推進する、
他に類をみないユニークな研究組織です（2007年度創設）。	
心理学、認知科学、脳科学、人文科学等のこころの総合的研究拠点と
して、人のこころに関する科学的研究を推進しています。	
脳科学的なこころへのアプローチに欠かせないMRI装置を使って、
心の働きの背後にある脳活動を調べることができる施設です。	
産学官連携セミナー（熟議）	
海外等でのフィールドワーク	
～学際的な取組み	
共同研究者紹介
2017年5月に、熊本大学から京都大学に着任しました。	
現在、科研費基盤研究（S）「ライフスタイルと脳の働き―超高齢社会を生き
抜くための心理科学」の研究課題に取り組んでいます。	
	
下の図のように、認知症患者の増加は、地球規模の課題となっています。	
私はもともと、心の発達や脳の可塑性の基礎的研究をしていましたが、	
現在は、研究テーマの１つとして、認知症予防介入に関する応用研究にも
焦点を当てています。	
郭霞
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⼤澤智恵
京⼤こころの未来
研究員	
音楽介入研究	
World	Alzheimer	Report	2015	–	　2020年には人類史上初めて、	
認知症患者の数が６歳以上の子どもの数を上回る予想です。	
認知症の世界的な広がり　（単位は百万人）	
鈴⽊⿇希
京⼤総合⽣存学館
特定研究員	
⼭⽥実
筑波⼤⼈間系
准教授	
阿部修⼠
京⼤こころの未来
特定准教授	
⻄⼝周
京⼤医学研究科
院⽣（当時）	
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熊⼤社⽂研究科
院⽣（当時）	
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中井隆介
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研究員	
運動介入研究	
今回紹介した研究は、下記の科研費の助成を受けています。	
１）科学研究費補助金基盤研究（A）「身体に根ざした認知の生涯発達と神経可塑性」（研究代表者　積山薫、H25-28年度、課題番号 25245068 ）	
２）科学研究費補助金基盤研究（S） 「ライフスタイルと脳の働き―超高齢社会を生き抜くための心理科学」（研究代表者　積山薫、H28-32年度、課題番号 16H06325）	
	
人類社会の生存と未来開拓を担うリーダー
を養成し、京都大学の基本理念を今日的
な形で体現していきます。	
